
〈モンゴル現代小説〉

「我らが勝利」

ジャグダリーン・ルハグワ
訳・解説　阿比留 美帆

　ここ十年ほど、デンデブ爺さんは青
ザ ハ

空市場に出向いていない。その日は婆さんがあまり

に口やかましくせっつくものだから、仕方なく鍋洗い用のブラシと粉石鹸を買いに出掛け

ることにした。市場はすっかり様変わりしていた。停留所三つほどの距離だというのに、

バス代に七十トゥグルクも取られた。さらには市場の入場料として十トゥグルク。婆さん

から渡された金のほぼ半分が、こうしてまたたく間に消えていった。

　市場はひどい混みようだった。その昔大雪害があったとき、吹雪に追われるまま風下へ

と移動していった馬群のなかに紛れた仔牛が、いつの間にか南方のゴビにまで行き着いた

という逸話のごとく、デンデブ爺さんも人の群れにもみくちゃにされながら、気が付くと

市場の真ん中あたりに来ていた。そこはまさに、無いものなど何ひとつないといったあり

さま。爺さんはまるで外国にでも来たかのように、所狭しと並べられた品々を物珍しげに

眺めつつ市場を一巡りした。とある一角に、ボルトやナット、新品から錆つきまで一緒く

たになった釘の山、錠前などの雑多な金具類に混じって、勲章やメダルがずらりと置かれ

ている。なかでも《我らが勝利》勲章 1は、青空市場の粗末な露店の売り場で、ひときわ輝

きを放っていた。

　デンデブ爺さんは先の二つの戦争 2のどちらにも出征した。《我らが勝利》勲章は、郵送

される過程で地方を巡り巡った挙句行方知れずとなり、結局手元には届かなかったが、帯

剣の騎乗兵が描かれた《ハルハ河》の従軍記章は今でも常に胸に下げている。戦勝の栄誉

を売りに出すなど思いも寄らなかった爺さんは、一旦はその場を後にしたものの、誰か不

埒な輩の手に渡ってはと思い至り、金が足りるようなら自分が買い取るつもりで露店に引

き返した。

　「その勲章はいくらかね？」と爺さんが訊ねるも、露店の奥に座る肌の浅黒い、ひょろり

と痩せて筋ばった身体つきの若い男は、横目でちらりと見たきり返事をしようともしない。
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1 第二次世界大戦末期の対日参戦（1945）における戦勝を記念したメダル。
2 1939年のハルハ河戦争（日本側では“ノモンハン事件”）及び1945年8月の対日戦（日本側で

は“ソ連対日参戦”）を指す。この二つの戦争で、モンゴル人民共和国軍はソ連軍とともに日
本軍と戦った。



爺さんは懐から有り金のすべてとなる八百トゥグルクを取り出してみせ、

　「ほら、これで買おうじゃないか」と言った。

　「トゥグルグ払いじゃ売らないよ」

　「じゃあ何でなら売るというんだ？」

　要領を得ないやり取りが交わされていたところに、カメラや録音機などをまるでクリス

マスツリーの飾りよろしく身体中に吊り下げた外国人旅行者らしい一団が大声で話しなが

ら近づいてきた。件の勲章に目をとめ、矯めつ眇めつしながらしきりに何か言い交わして

いる。そのうちのひとり、白髪の老人が勲章を指さして言葉を発した。値段を訊ねている

らしい。デンデブ爺さんは彼らが日本人だとさとった。痩せた浅黒の店主はなにやら書き

記した紙切れを彼らに見せた。「10」という数字に続いて、家畜の焼き印「∽（ゾーザイ）」

を縦にして二本線を引いたような記号が書かれている。日本の老人は財布から十ドル札を

取り出し、勲章を受け取るとその場を後にした。一団のなかの壮年の日本人がその勲章を

自分の胸に下げ、高らかに笑った。その笑い声に、デンデブ爺さんは戦争で負った古傷が

疼いたような気がした。

　「勝ったのは俺たちだったはずだ」

　デンデブ爺さんはそう呟きつつ、人混みにもまれながら市場の出口に辿り着いた。粉石

鹸やブラシを買う気はすっかり失せていた。七十トゥグルグを支払ってバスで帰る道すが

ら、「白地の旗を振りかざして奴らが攻めてきた時、俺たちが勝ったのは確かだ。緑色のド

ル札を抱えてくれば奴らの勝ちだと言うのか？」と、誰に対して腹を立てているのかも分

からないまま、やりきれない思いで繰り返し自問するのだった。

　　〈完〉
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作者紹介：

ジャグダリーン・ルハグワ / Jagdaliin LKHAGVA （1942-1997）

　1942年、モンゴル国ドルノゴビ県フブスグル郡の牧民家庭に

生まれる。1961年から1966年までソ連キエフ市工科大学に留

学。火力発電所で熱工学技師、「技術ニュース」紙等で記者等を

務めた後、1985年から1987年までモスクワ市のゴーリキー名

称文学大学に留学。「ウネン」紙等で記者、編集者を務める傍ら

小説、映画脚本等を中心に文筆活動を行う。ロシア語やスペイ

ン語からの翻訳作品も多く、1974年には日本の俳句、短歌、現

代詩の三ジャンル、85名の作品をロシア語経由でモンゴル語

に翻訳した『日本の詩歌』を出版している。1997年没。

　主な著書に、『連なる丘の彼方に母駱駝が鳴く』（1972）、『ホランの土埃』（1978）、『未完

の肖像画』（1994）など。北極星勲章、モンゴル作家同盟賞、ナツァグドルジ賞などを受賞。

訳者解説：

　昨年（2019）はモンゴルにとってハルハ河戦争の戦勝80周年にあた

り、モンゴル国内では関連の記念式典や国際シンポジウム等が開催

された。今回紹介するJ.ルハグワの短編小説「我らが勝利 （原題：Bid 

yalav）」の主人公“デンデブ爺さん”は、このハルハ河戦争（1939）と第

二次世界大戦末期の対日戦（1945）という日本を相手国とする「二つの

戦争」を体験した世代にあたる。作中に描かれる市場の様子や物価等

の記述から推測するに、小説の舞台は1990年代半ばのウランバートル

市とみていいだろう。当時の時代背景について少し振り返ってみよう。

　

　1924年から社会主義体制のもとで近代化を進めてきたモンゴ

ル人民共和国では1989年に旧体制に不満を持つ若者・知識人を中

心とする民主化運動が興り、1990年に旧執行部の総辞職と初め

ての複数政党制による自由選挙が実施されるなど政治的民主化

は進んでいくが、1991年に旧ソ連が崩壊し、コメコン体制の下で

手厚く行われていた経済支援がなくなったことにより国内はモ

ノ不足に陥った。国民に「配給カード」が配られ、まだ国営であっ

た商店では長時間行列に並んでも望む商品を購入することができないこともあったとい

う。その後、日本を含む支援国からの援助が積極的に行われるようになり、少しずつ経済
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《我らが勝利》勲章

《ハルハ河》従軍記章



危機は克服されていくが、物価の上昇は収まらず、1990年代は市井の人々にとって厳しい

状況が続いていた。例えば本作品中に「バス代に七十トゥグルクもとられた」という部分

がある。ウランバートル市に対するバスの無償援助に関するJICA調査報告書には、1993

年6月まで3Tgであったバス料金が同年10Tgとなり、さらに「1994年10月から料金は10Tg

から3倍の30Tgに値上げされ」3たとあることから、当時の急激なインフレの様子が伺える。

　「ザハ」と呼ばれる青空市場は民主化前の1980年代にも存在したが、民主化後の経済混

乱期に、遠くはドイツなどヨーロッパから隣国ロシア・中国などを行き来して物資を調達

し国内で売買する「ナイマーチン（担ぎ屋）」と呼ばれる商売人が活躍するようになって規

模が拡大し、作中のような大混雑する状況になった。その後市場は移転・整備され、当時の

ような雑然とした雰囲気は幾分薄らいでいるが、現在でも外国人旅行者に対して、「プロの

スリ集団がいるから気をつけろ」と注意される場所である。

　こうした背景のもと、時代の変化や市場の混乱を、デンデブ爺さんは久しぶりに訪れた

青空市場で身をもって感じることになる。デンデブ爺さんの心の動きが描写されるのに対

して、勲章を売る「若い男」は何を考えているのか分からない者として描かれ、二人の間に

コミュニケーションが成立していない点も象徴的である。さらに「やりきれない思い」を

デンデブ爺さんが味わうこととなるくだりは、日本人読者にとって過去の日本とモンゴル

の関係、モンゴル人の目に映る日本人像など、様々なことを考えさせられる。

　

　近代以降のモンゴル文学に描かれる日本人像といえば、対日戦で壮絶な戦死を遂げる一

兵士を描いたD.センゲー（1916-1959）の中編小説『アヨーシ』（1946）に登場する日本軍兵

士を筆頭に、恐ろしい侵略者、帝国主義の残忍な「サムライ」といったイメージが定着して

いた 4。民主化以降になると、党の指導や検閲による創作上のタブーはなくなり、作家たち

は表現の自由を手に入れた。それによってモンゴル文学には「従来の日本人像とは明らか

に一線を画する」「肯定的な変化」5がみられるようになった。モンゴル文学研究者の岡田

和行氏はその一例として、日本人抑留者とモンゴル人の交流を描いた小説『生きてゆかな

ければ』（R.ガンバト著、1991年発表）に描かれる「人間的な感情をもった好青年」のヤマダ、

映画『渡り鳥の還る秋』（L.バルフジャブ監督、1992年制作）の「モンゴル映画史上初の日

本人善玉」である日本人抑留者アキラなどを挙げている 6。
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3 「モンゴル国 ウランバートル市公共輸送力増強計画基本設計調査報告書」，国際協力事業団，
1995年3月, p.59

 https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/11281722_02.pdf
4 小説「アヨーシ」については、山口幸二 （1985）「D.センゲー「アヨーシ」（1946年）に描かれた

日本人像」で詳しく紹介されている。
5 岡田和行 2012, p.12
6 岡田和行 2012, pp.11-12



　これらの作品に対して、1990年代半ばに書かれた本作品に登場する日本人像は、主人公

であるモンゴルの老人と言葉を交わすこともなく、その内面は窺い知れない。市場の一角

で殆どすれ違うだけの異邦人として登場する。言い換えると、「悪玉」でも「善玉」でもな

いごく普通の名もなき日本人の姿が、デンデブ爺さんの視点を通して、よりリアルに伝わっ

てくるのである。

　

　本作品はシリアスな色合いが濃いが、本来作家J.ルハグワの持ち味は、ひねりのきいた

軽妙洒脱な語り口の巧さにあるといっていい。人間味溢れる市井の人びとの姿、日常に潜

むふとした感情の揺れを鋭くとらえ、簡潔で明瞭な文体で風刺たっぷりに表現する。無駄

のない文章は読みやすいが含蓄に富み、読者によって様々な解釈を可能とする。モンゴル

で「短編の名手」と呼ばれるゆえんであろう。思春期の男の子の片思いと切ない失恋の一

幕を、ユーモアも交えて描いた短編「恋文」、野生ヤギの仔に生え始めた自慢の立派な角が、

やがて己の身を滅ぼす元凶となるという暗示的で寓話性に満ちた短編「角」など、魅力的

な珠玉の作品を数多く残している。機会を改めて、翻訳を紹介していきたい。

　作家として脂がのっていた五十代半ばに急逝したのが惜

しまれる才能あふれる作家であった。著書が手に入りにくい

状況が続いていたが、近年作品集が再編出版されたことは読

者として嬉しい。作家の遺族が遺稿を管理し、その業績を後

世に伝えるべく著書の再版やインターネット、SNSを通じた

広報を行う動きが近年モンゴルでは目立つようになってき

た。この度の日本語翻訳を快く承諾してくださった著者の遺

族代表Lkhagviin Narandulam氏、Tumurbaatariin Ider氏に、こ

の場を借りて心より感謝と敬意を表したい。

　Nomiin tsagaan buyan delgereh boltugai!   （書物の清き恵み栄

えあれかし !）
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